
さ
ん
の
う

宮
城
・
山
王
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
宮
城
県
多
賀
城
市
市
川
字
多
賀
前

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
四
年

（平
６
）
四
月
１

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
宮
城
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
加
藤
道
男

・
古
川

一
明

・
佐
久
間
光
平

・
菅
原
弘
樹

高
橋
栄

一
・
佐
藤
憲
幸

・
吉
野
　
武

・
星
　
清

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

山
王
遺
跡
は
特
別
史
跡
多
賀
城
跡
の
南
西
部
に
位
置
し
、
砂
押
川
と
七
北
田

川
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
東

西
に
長
い
自
然
堤
防
上
に
立
地

す
る
。
調
査
は

一
九
七
八
年
以

来
、
宮
城
県
教
育
委
員
会
と
多

賀
城
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て

断
続
的
に
行
な
わ
れ
、
弥
生
時

ａ
代
か
ら
工
戸
時
代
に
わ
た
る
多

仙

数
の
遺
構

・
遺
物
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
な
か
で
も
多
賀
城
に

国
府
が
置
か
れ
た
奈
良

・
平
安
時
代

（八
―
一
〇
世
紀
）
に
は
、
多
賀
城
の
政

庁
中
軸
線
及
び
外
郭
南
辺
と
方
向
を
揃
え
た
東
西

・
南
北
の
道
路
遺
構

（次
買

図
参
昭
じ
が
み
つ
か
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
で
区
画
さ
れ
た
約

一
町
四
方
の
区
画

内
部
の
様
子
や
遺
物
の
あ
り
方
な
ど
か
ら
、
少
な
く
と
も
平
安
時
代
に
は
、
多

賀
城
の
前
面
に
多
賀
城
を
意
識
し
た
町
並
み
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
。

一
九
九
四
年
度
は
、
九
二

・
九
三
年
度
に
引
き
続
き
、
多
賀
前
地
区

（同
図

３
１
７
）
の
調
査
を
行
な
っ
た
。
同
地
区
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
報

告
で
も
述
べ
て
い
る
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
九
四
年
度
の
調
査
は
、

九
三
年
度
ま
で
の
調
査
区
の
す
ぐ
西
側
と
北
側
、
及
び
東
西
大
路

・
西
２
道
路

交
差
点
の

一
部
を
調
査
し
、
南
１

・
南
２
ｏ
西
１
道
路
、
及
び
河
川
跡
の
各
延

長
を
確
認
し
た
。
ま
た
区
画
の
使
わ
れ
方
、
変
遷
な
ど
、
各
区
画
内
部
の
様
子

も
以
前
の
調
査
と
あ
わ
せ
て
、
よ
り
明
確
さ
を
増
し
て
き
て
い
る
。
木
簡
は
Ｓ

Ｋ
四

一
〇
土
坑
か
ら

一
点
、
Ｓ
Ｄ
二
〇
〇
〇
河
川
跡
か
ら
二
点
の
計
三
点
が
出

土
し
た
。

Ｓ
Ｋ
四

一
〇
は
、
東
西
大
路
北
側
溝
と
西
２
道
路
側
溝
の
交
わ
る
部
分
に
位

置
す
る
土
坑
で
あ
る
。
道
路
が
造
ら
れ
る
以
前
に
埋
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
上
坑

を
こ
わ
し
て
、
東
西
大
路
北
側
溝
と
西
２
道
路
側
溝
が
造
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
側
溝
に
よ
る
削
平
の
た
め
、
平
面
形
や
大
き
さ
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
二
〇
〇
〇
は
、
南
２

・
西
０
道
路
交
差
点
の
東
及
び
南
側
を
、
北
か
ら

南
に
流
れ
る
河
川
跡
で
、
砂
押
川
の
旧
河
道
と
み
ら
れ
る
。
浸
食
と
移
動
に
よ
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鋤
団
・…
‥

1~｀ 南円

:   華
南北大路

く
暉一甲‐・ｉ印

・・｝
‥〓ｉ醒

…:南卜2ロ

南 2
即

::
西 9 西 8

<多賀城周辺の道路遺構>
1 山王遺跡八幡地区    8 山王遺跡千刈田地区

2  ″  伏石地区    9 市川橋遺跡館前地区

3～ 7 ″  多賀前地区   10 新田遺跡寿福寺地区

る
三
時
期

（Ａ
↓
Ｂ
↓
Ｃ
）
の
変
遷
が

認
め
ら
れ
、
川
幅
と
遺
構
検
出
面
か
ら

の
深
さ
は
、
時
期
に
よ
っ
て
異
な
る
。

Ｃ
は
幅
約

一
〇
ｍ
、
深
さ
約
二
ｍ
の
狭

く
や
や
深
め
の
河
川
。
Ｂ
は
幅
約
三

〇
ｍ
、
深
さ
約

一
・
五
ｍ
の
広
く
浅
い

河
川
で
、
堆
積
土
中
に

一
〇
世
紀
前
葉

に
降
下
し
た
灰
白
色
火
山
灰
層
が
狭
ま

れ
て
い
る
。
Ａ
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
に
浸

食
さ
れ
て
い
る
た
め
幅
は
不
明
で
、
深

さ
は
約
二

・
五
ｍ
で
あ
る
。

遺
物
は
土
師
器

・
須
恵
器
な
ど
多
量

の
土
器
を
は
じ
め
、
木
製
品

。
金
属
製

品

・
土
製
品

・
石
製
品

。
骨
角
製
品
、

動
物
遺
体
な
ど
、
多
種
多
様
の
も
の
が

出
土
し
た
。
な
か
で
も
五
〇
〇
点
を
こ

す
墨
書
土
器
や
、
数
は
少
な
い
が
人

形

。
馬
形
な
ど
の
木
製
祭
祀
具
の
出
土

が
特
記
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
土
器
を
は
じ

め
と
す
る
遺
物
は
Ａ

・
Ｂ
、
特
に
Ａ
か

ら
の
出
土
が
多
く
、
Ｃ
か
ら
は
ほ
と
ん



ど
ま
と
ま
っ
た
出
土
が
み
ら
れ
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

□
□
□
」

木
簡
二
点
も
Ａ
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。

（
枷
μ
）
×
］
卜
×
頓

（
⇔
∞
）
×
Ｎ
∞
×
ト

ぐ
Ｄ

×

６
９

×

６

）

(3)(2)  (1)い
が
Ｓ
Ｋ
四

一
〇
、
②
と
①
が
Ｓ
Ｄ
二
〇
〇
〇
河
川
跡
出
上
の
木
簡
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
小
断
片
の
た
め
文
意
は
明
瞭
で
な
い
が
、
②
に
つ
い
て
は
形
状
か
ら

荷
札
と
み
ら
れ
る
。
物
品
は
不
明
だ
が
、
「
五
斗
」
と
い
う
記
載
内
容
か
ら
み

て
米
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
九
四
年
度
で
三
年
に
わ
た
る
多
賀
前
地
区
の
調
査
が
終
了
し
、

現
在
整
理
を
進
め
て
い
る
。
出
土
遺
物
に
は
多
数
の
文
字
史
料
も
含
ま
れ
て
お

り
、
木
簡
に
つ
い
て
は
昨
年
、
今
年
と
報
告
し
て
き
た
が
、
墨
書
土
器
や
漆
紙

文
書
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
言
及
し
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
簡
略
に
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
三
年
分
を
ま
と
め
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

墨
書
土
器
は

一
六
五
〇
点
余
り
出
土
し
て
い
る
。
同
地
区
全
般
か
ら
出
土
す

る
が
、
な
か
で
も
東
西
大
路
側
溝
と
河
川
跡
か
ら
の
出
土
が
多
く
、
全
体
の
半

数
以
上
を
占
め
て
い
る
。
器
種
と
器
形
は
土
師
器

・
須
恵
器
の
杯
類
が
九
割
を

こ
え
る
が
、
土
師
器
の
甕

（約

一
一
〇
占
Ｏ
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
墨
書
は
体

□ □ □冤
雲 凸冒目己

菫□己

部
外
面
に
あ
る
も
の
が
七
割
、
底
部
外
面
が
三
割
で
、
体
部
外
面
の
も
の
は
正

位
で
書
か
れ
た
も
の
が
多
い
。
破
片
資
料
が
多
い
た
め
判
読
で
き
た
も
の
は
必

ず
し
も
多
く
な
い
が
、
約

一
六
〇
種
、
七
〇
〇
点
を
判
読
し
た
。
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ｔａナ
　
・
口
上

。
平

・
　

此
鬼
名
中
六
鬼
知

申
日
病
人

（符
篠
）
急
々
如
律
令

〔卯
土
　
色
ヵ
〕

寅
年
人
□
□
里
□
鬼
神
知
也

即
顕
腹
取
□

写
真
ぐａ，
ｌ
ω
は
い
ず
れ
も
河
川
跡
か
ら
出
上
し
た
。

ぐａ，
は
須
恵
器
杯
で
あ
る
。

内
面
に
か
な
り
の
文
字
が
記
さ
れ
て
お
り
、
二
行
日
に
符
篠
と

「急
々
如
律

令
」
の
呪
句
が
み
え
る
。
全
体
の
内
容
は
、
判
読
し
き
れ
な
い
文
字
も
あ
り
、

難
解
で
不
明
だ
が
、
内
面
の

「病
人
」
、
底
部
外
面
の

「平
」
と
い
っ
た
文
言

か
ら
お
そ
ら
く
病
気
平
癒
を
願
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
⑪
は
須
恵
器
杯
の

体
部
外
面
に
正
位
で
二
つ
の
人
面
と
、
横
位
で

「丈
部
弟
虫
女
代
千
収
相
」
の

文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
「千
収
相
」
の
意
味
は
不
明
だ
が
、
人
名
に
続
く

「代
」
は

「形
代
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
名
前
は
異
な
る
が
同
様
の
墨
書
土
器
が

も
う

一
点
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
墨
書
土
器
の
類
例
と
し
て
は
、
千
葉

県
人
千
代
市
北
海
道
遺
跡
の
も
の
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

ｔｃナ
は
い
わ
ゆ
る
人

面
墨
書
土
器
で
、
土
師
器
甕
の
四
面
に
人
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
土
師
器
奏
の

人
面
墨
書
土
器
は
、
こ
の
他
に
も
河
川
跡
、
東
西
大
路
の
側
溝
を
中
心
に
小
破

片
も
含
め
て
九
〇
点
以
上
が
出
上
し
た
。

（体
部
外
面
）

（底
部
外
面
）

（内
面
）



墨
書
土
器
は
、
以
上
の
他
に
も

「西
曹
司
」
「厨
」
な
ど
の
官
司
名
、
「宮

城
」
「
日
理
」
「賀
〔隣
鸞
な
ど
の
郡
名
、
「丸
子
」
「秦
」
「物
部
」
「和
本
部
福
万

〔東

丸
ヵ
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔物
ヵ
〕

×
」
「宇
多
□
□
」
な
ど
の
人
名
を
は
じ
め
、
「
×
□
代
進
上
」
の
よ
う
に
貢
進

を
示
す
文
言
が
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
同
地
区
の
墨
書
土
器
で
最

も
多
い
の
は

「大
」
「富
」
「生
」
「新
」
「善
」
「得
」
堅
二

「川
」
ズ
己

「藤
」

「定
」
「本
」
「井
」
な
ど

一
字
の
み
の
墨
書
で
あ
る
。　
一
字
だ
け
な
の
で
、
意

味
の
特
定
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
お
そ
ら

く
吉
祥
句
も
多
く
含
ま
れ
て
い
よ
う
。

漆
紙
文
書
は

一
四
点
出
上
し
た
。
小
断
片
で
あ
っ
た
り
、
漆
や
文
字
の
残
存

状
況
が
よ
く
な
い
も
の
が
多
い
。
こ
こ
で
は
残
存
状
況
が
良
好
な
も
の
二
点
を

あ
げ
る
。

ω
　
・
　

　

　

　

　

□
四
貫

×
貫
八
百
文
別

×
百
文
已
上
佐
勢
公

×
十
四
貫
別
対
二
貫

×
貫

一
百
五
十
文

（オ
モ
テ
面
）

□昇目署捜
力  山

鈴
籍
臣
里込
疑

（
ウ
ル
シ
面
）
　
　
０

ω
は
銭
と
そ
の
他
の
物
品
を
記
載
し
た
文
書
の
断
簡
で
、
Ｓ
Ｋ
九
五
二
土
坑

（道
路
遺
構
図
３
の
区
画
内
）
か
ら
出
土
し
た
。
推
定
径
は
約

一
七
伽
、
オ
モ
テ

面
、
ウ
ル
シ
面
と
も
に
文
字
が
認
め
ら
れ
る
。
特
に
オ
モ
テ
面
の
残
存
状
況
が

よ
く
、
文
書
の
上
半
が
失
わ
れ
て
い
る
が
、
人
行
分
の
文
字
と
六
本
の
縦
押
界

線
が
確
認
で
き
た
。　
一
１
工
行
日
に
銭
の
記
載
、
六
―
入
行
目
に
段
、
升
と
い

っ
た
物
品
の
単
位
が
認
め
ら
れ
る
。
文
書
の
性
格
は
、
こ
れ
ら
の
銭
、
物
品
に(d)オ モテ面
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関
す
る
何
ら
か
の
帳
簿
で
あ
ろ
う
。
三
行
日
割
注
の

「佐
勢
公
」
は
人
名
と
み

ら
れ
る
が
、
古
代
に
お
け
る
類
例
は
見
出
し
て
い
な
い
。
ウ
ル
シ
面
は
漆
の
付

着
が
ひ
ど
く
、
人
名
を

一
行
分
確
認
で
き
た
に
と
ど
ま
る
。
文
書
の
性
格
は
不

明
で
あ
る
。
な
お
、
ω
が
出
土
し
た
Ｓ
Ｋ
九
五
二
土
坑
か
ら
は
、
他
に
も
二
点

の
漆
紙
文
書
が
出
土
し
て
い
る
。　
一
点
は
計
帳
、　
一
点
は
歴
名
様
文
書
で
あ
る
。

〔
息
　
子
ヵ
〕

ｔｅ　
。　
　
ｘ善
利協網孝×□章
×

局之
ヵ
〕

×涸諮
翻
　
曹
□
日
甚
才
×

占
口

坦
漏
輻
冒

×
者
蒙
日
日
日

日
日
□
□
為
甚
大
×

透
託
口
□
姐
期椛頴
日
□
暴

Π之
ヵ×
″
□
謂
三
口
口
孝
其
本
央
兼
□
統
之
国
人
君
之

〔
道
摩

力
〕

×
□
則
人
口
日

日
回
票
也
君
□
其
道
無
以
有
其
国
臣
失
其
□
×

涎
燃
社
舷
籍
か
笏
鯛
　
天
地
之
経
常
峰
唖
が
則
之〔一挫
限
�〕

〔
謀
ヵ
〕

×安
百
姓
〔人認
泣
判
訓
岸
稼
澪
歌
母
之
剖網
咽
萩〕

×
力
□
養
□
婦
之
則
人
□
不
易
其
則
故
□
□
×

〔征
〔ヵ
〕

×
故
家
事
修
焉
巨
下
不
易
其
則
故
主
□
×

×
親
養
具
焉
斯
皆
□
天
地
之
常
道
也
ｘ
　
　
　
（オ
モ
テ
面
）

・　
　
　
　
　
　
　
黄
男
卑
人

奴
壱
人

婢
壱
人

課
×

輸
庸
狭
布
壱
×

×
麻
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ウ
イ
ン
面
）

ぐｅ，
は
計
帳
歴
名
の
裏
に

『古
文
孝
経
孔
氏
伝
』
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ

一
〇
二
〇
濤

（道
路
遺
構
図
４
の
区
画
内
）
か
ら
出
上
し
た
。
漆
の
付
着
面

を
内
側
に
四
折
り
に
し
た
状
態
で
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、
約
半
分
が
失
わ
れ
て
い

る
。
四
折
り
の
形
状
が
よ
く
残
り
、
ま
た
漆
の
付
着
が
強
固
だ
っ
た
の
で
切
開

を
伴
う
展
開
は
最
小
限
に
と
ど
め
、
観
察
と
写
真
と
に
よ
る
復
元
的
な
展
開
を

行
な
っ
た
。
推
定
径
は
約
二
一
伽
、
オ
モ
テ
面
で
文
字
は
約

一
五
〇
字
確
認
で

き
る
。
部
分
的
に
縦
押
界
線
も
認
め
ら
れ
た
。
内
容
は

『古
文
孝
経
孔
氏
伝
』

の
孝
平
章
、
三
才
章
の
一
部
と
断
定
で
き
る
。
達
筆
で
整
然
と
書
か
れ
て
い
る

が
、
文
字
の
横
の
並
び
は
揃
っ
て
い
な
い
。　
一
行
あ
た
り
の
字
数
は
注
文
で
二

三
―
二
五
字
で
あ
る
。
『古
文
孝
経
孔
氏
伝
』
は
胆
沢
城
で
も
出
土
し
て
お
り

（岩
手
県
水
沢
市
教
育
委
員
会

『胆
沢
城
跡
―
昭
和
五
八
年
度
発
掘
調
査
概
報
―
』
Ｔ

九
八
四
年
じ
、
本
漆
紙
が
三
例
日
と
な
る
。
記
述
が
胆
沢
城
の
も
の
と
わ
ず
か

に
重
な
る
部
分
が
あ
る
が
、
文
字
に
異
同
が
あ
り
、　
一
行
あ
た
り
の
字
数
に
も

違
い
が
あ
る
。
書
写
の
底
本
は
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。



一
方
、
ウ
ル
シ
面
は
切
関
に
よ
る
展
開
を
避
け
た
た
め
、
直
接
観
察
が
で
き

な
い
。
だ
が
、
オ
モ
テ
面
を
水
で
濡
ら
す
と
、
ウ
ル
シ
面
の
文
字
が
明
瞭
に
浮

き
出
て
く
る
の
で
、
左
文
字
で
の
確
認
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
オ

モ
テ
面
の

『孝
経
』
の
字
列
に
そ
っ
て
配
列
す
る
こ
と
で
、
ウ
ル
シ
面
の
文
書

も
復
元
で
き
た
。

ウ
ル
シ
面
の
文
書
は
縦

・
横
の
墨
界
線
を
も
つ
整
然
と
し
た
文
書
で
、
内
容

と
書
式
か
ら
陸
奥
国
計
帳
歴
名
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
書
式
は

「天
平
十

二
年
越
前
国
江
沼
郡
計
帳
歴
名
」
に
よ
く
似
て
い
る
。
ウ
ル
シ
面
が
墨
界
線
を

も
つ
整
然
と
し
た
計
帳
歴
名
で
あ
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
こ
の
面
が

一
次
文
書
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
オ
モ
テ
面
の

『孝
経
』
は
達
筆
だ
が
、
文
字
の
横
の

並
び
が
揃
わ
な
い
な
ど
、
体
裁
は
あ
ま
り
整
わ
な
い
。
「孝
経
』
は
オ
モ
テ
面

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
良
好
に
残
存
し
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
実
際
に
は
二
次
文
書

で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
は
じ
め
陸
奥
国
計
帳
歴
名
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
ち
、

紙
背
に

『孝
経
』
が
書
か
れ
た
。
つ
ま
り
本
漆
紙
の

『孝
経
』
は
陸
奥
国
府
で

書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

墨
書
土
器
、
漆
紙
文
書
に
つ
い
て
は
以
上
で
あ
る
。
な
お
、
文
字
史
料
の
釈

読
に
つ
い
て
は
京
都
教
育
大
学
和
田
率
氏
、
東
北
大
学
今
泉
隆
雄
氏
、
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
平
川
南
氏
、
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
佐
藤
和
彦
氏
、
奈

良
国
立
文
化
財
研
究
所
史
料
調
査
室
の
諸
氏
に
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

宮
城
県
教
育
委
員
会

『山
王
遺
跡
―
多
賀
前
地
区
調
査
概
報
―
』
盆

九
九
三

年
）菅

原
弘
樹

「多
賀
城
周
辺
の
様
子
」
令
日
本
歴
史
』
五
四
四
　
一
九
九
三
年
）

（吉
野
　
武
）

(C)オ モテ面




